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中国原産草魚、れん魚は移殖地においての蕃殖は長い間不可能とされて(ﾊたが近年、禾蝦川水域

に天然蕃殖がおこなわれる事が明らかにされ、更にわずかながら卵やり,xi化直後の稚魚が採捕される
に至った。

当揚水元分場では昨年６月、７月に利根ﾉllzlsQ流で産卵されて流下する章魚、れん魚の卵を、江戸

川中流において大量に採集し、我国において始めて卵から稚魚に至る大量の孵化飼育に成功して引

続き溜池て試験飼育をおこなっていろ。こ上にその経過の概要を公表し各位の参考に供したい。

本報告が我国における今後の草魚、れん魚の種苗自給の上に役立つ事を信ずるものである。

昭和３２年３月

東京都水産試購場長

鈴木順

ソウギヨ・ハクレン、卵の大量採集と、飼育試購について
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I緒言

ソウギヨＣｔｅｎＯｐｈａｒｙｎｇｏｄｏｎｉｄｅユユｕｓ（ＣｕｖｉｅｒｅｔＶａユｅｎｃユｅｎｎｅｓ）及び

ハクレソＨｙＰｏＰｈｔｈａユ、ユｃｈｔｈｙｓｍｏユｉｔｒｉｘ〔ＣｕｖｉｅｒｅｔＶａユｅｎｏｉｅｎｎｅＢ）

は中国大陸の原産で、成長ガザみやかであること、美味であること、草食性であること等から中

国では古くから淡水魚の重要種として珍重されており、東南アジアにおいては池中養殖も盛に庁
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われていろ。我が国にソウギヨが移殖されたのは１８７８年力環初でi、以後１９１５年。１９

３０年、１９３５年､１９３６年にも小量ながら移殖されたが、１９４１～１９４５年には戦

時下の動物蛋白の供給源として大量に輸入された。移殖は終戦によって一時と絶したが１９５４

年に再開され今日に至っている。ソウギヨが移殖後我国利楓１１水系で繁殖している事を丹下字

（１９４７）、中村守純〔１９４９）、稲葉伝三郎（１９１５４）氏等が報告したが、埼玉県水

産指導所〔１９５６）ではじめて利根)１１本流の羽生市/||俣地先から妻招､T地先に至る広大な水

域ハソウギヨの産卵場であることを発見した。

｜司年６月と７月に東水試水元分場で江戸１'１を流下する卵の大量採集に成功しＩ可時に池中にお

・ける飼育試験を行い得た。

池中におけるソウギヨ、ハクレソの卵の孵化及び稚魚の育成は我国で初めてであったためか

歩留堕＝＆2.498という低調さに終ったが、魚苗生産上参考になると思われる点が多々あるの

で、それらについてこ上に報告することＡした。

mjs、本試蝋にあたって東京水産大学稲葉伝三郎教授、資源科占学研究所中村守純氏、の特別

なる御櫛尊と、建設省江戸川工事事務所関宿出張所長塚田儀夫氏の御援助と、また研究材料に

ついて千葉県流山IHT梅沢仙吉氏に負うところ力状である。こ上に各位に深甚の謝意を表する次

第である。

Ｉ卵の採集

埼玉県ｽﾞk産指導所〔１９５６）の調査によると産卵場は矛'１樹１１本流の羽生市川俣地元から妻

沼町に至る間で、産卵はソウギヨは６月３日、７日２日ｕ７月７日～８日、８月１９日の４次

に亙り、ハクレソは６月２日、７月２日、７月７日～８日の３次にわたって行われた。卵の採

集は３次に亙り産卵当日、若しくは翌日に行う事ができた。

１．採集場所及び月日

第１次採集〔Ｓ方ａｔｉｏｎｌ）昭和３１年６月３日。千葉県流山町繍ﾖﾖ観i､｣_橋1ｺiﾗ縦１日Ｏ０ｑｎ

の含地点。川幅約７０ｍで流速はかなり早い地点である。妻沼大櫛塾ら流山橋まで距離は

７５．５Ｋm･

篇２次採集（Ｓｔ、２）７月３日。千葉県松戸市角町と葛飾橋上流約３００ｍの通地点。川

幅約１００ｍで本流よりもはるかに雛ｵした崖寄りの地点である。平水時より２尺程の増水で

水色は黄褐色であった。妻沼犬橋から葛飾橋までの距離は、８４Km。

～第３次採集〔Ｓｔ、３）７月９日、東京都葛飾区会町五丁目悪常磐線銭橋上流的３００ｍの

＆地点。平水時より５尺程の増水で水色は黄褐色であった。妻沼大橋から鉄橋までの距蝋ま

８５．４１６m。
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第１図江戸川水系略図
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Ｓｔ、２，３の略図第３図Ｓｔ、１の略図第２図
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方法及び用具２卵の採集

Ｅｌｔ、１稚鮎採捕に用いるアジ網〔網の入口の巾２４尺、奥行２０尺ｕ２５節）を河川

の主流を離れ沿岸の湾曲した場所で逆流に向って網を張った。２～３分間隔て場網したが

毎回大量の卵が採れた。

Ｓｔ、２稚魚採集ネット（口径６５ｍ）を使用した。３分間隔で場網したが１回の採集

卵数は３～２０粒であった。卵の流下量はまばらであった。

ｓｔ３前半は稚魚採集ネットを桟橋に設置して３分間隔で場網したが、１回の採鄭Ｎ

数平均１０５粒であつﾌﾟ〈二・後半は蓄養網〔１４５ｃｗｌｘ１２０ｍ×７０帆モヂ網６×１４０）

の網口を棒で組ゑ鯖４図のように桟橋に設置し、５分間隔て場網したが１回の標集JIT魏弓H2平

均３３０粒であった。卵の流下量は非常に多く:採集乍業終了時にも当初と変らなかった。

作業は夕闇と降雨のた坊１８．３０時に中止のやななきに至り、翌１０日９時に再び採集

を試みたが１粒も採集できなかった。

採集しﾌﾟｺﾘNは鯉輸送箱（１．５尺×２．０尺×０．６尺、内側トタソ板）、バケツに収容し場

内に搬入した。自転車で輸送〔４０分）したしのは振動のため大部分が破壊した。中型卜

－４．－



ラック（乗用車改装）で輸送したものは振動に留意したのと短時間（５分）であったので破

壊卵は少なかった。

第１表卵の採集状況
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篭４図桟橋に蓄養網をとりつけた略図

午，↑

〔断面図） （平面図）

ａＢｔ、３における卵の流下状況

稚魚採集ネットをｓｔ、３の桟橋に表層、底層別に各３回設置して採集卵数をみたところ鱒

２表のような結果を得た。護鐸のたゐに設けられた水制のために表層水b蝋流してそのた約に

忙卵が底層にまわったものが、或Ｗ土半浮源性という卵の性質からこのように流下＋ろのか，

詳細については今後の調査にまたなければならないが、８ｔ、３に於てはソウギヨ、ハクレソ

の卵は表層、底層の区別なく流下していた６

４．河川の状況

利根川は我国最大の河川で関東平野･を貫流して大平洋に注ぐ主要な忌河川である。

豊富な水量は茨城県猿島郡関宿闘門によって調節され流童毎秒５００”以内にあっては江戸

川(6)：利根川(の，毎秒５００ｍﾛを越えるときは江戸川(4)：利根川(6)で満下する。江戸川は全

長約６０Kmで利根川本流関宿より`分流して関東平野を南下して埼玉、千葉‘東京の３部県を

－５－
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潤し東京湾に注ぐ、その他利根川水は行田市

下中条附近より見沼代用水に入り元荊１１から

中川へ、叉羽生市上川俣附近から葛西用水に

入り中川に下為。産卵ｃ採輿]寺の河川は前日

の降雨により流水量、流速の変化力顕著にふ

られた。

篭３表笛一次産卵時の気象及び河川水の日変化

第２表表層Ｇ底層別採集卵数

壷lHl22x1夛百２

。

第４表第二次篭三次採卵時の気象及び

河川水の日変化

ヲ日｜天便 弓日ｉ天侯1気温|水ii；忠Ｉｎｉ５聖壷．ワＫ四ＬｉｉＤ

□て］

妬’○’１９.Ｃ 元’２９ Ｆｌ２５１《Ｊｌｌ８ｇｌｌＲ ｿ２１０－６

５１○ｌ２２－ＯＩ２０－Ｏｌｎ－６９’９５１０６６

８１。 リーニｊエーン囮
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0－４１０－２４１６

ヲ-０，－６８１１０２ 。’店
ﾗｰ８１１－()９１１５９１０７８１囚

０－６１１７_う｝０－８８１１２９１０－万｜操駕
o－６１Ｚ－ｌ６１３３Ｃ

Ｕｌ２４０１１９－２１０－８
５１０８

りうｌｌＣ

〔註）第３表ｕ露４表共に関宿榊司調査資料忙

による。観測時間６００時、観測位置、

関宿閥門下、水位、堀江量水標を基準とし

たもの（水位＝Ｙ・Ｐ.＋９．７０９）である。

９－１１１－胚 〃

型_０１２００

s１ＯＩ２７－Ｃ

０１沙.５'20.8 4０

OｌＯｌ２０－ｇ ３５１２印｜LCC

Ⅲ卵と稚魚の飼育

１．卵の収容

帥．１にお(ﾊて採集のものは円形ペット〔径４４“、深さ９ｍ）に収容し井戸水〔水温17.プＣ
鍔

ｐＨ７．０）を流入し続けた。翌日にIま全卵測畔化したが当日全部死亡した。室内のガラス水

噌（２６”ｘ２０ｍｘ２６“）に１０粒及び恒温槽（２５．Ｃ）中のガラス水槽に４粒収容した

ものは孵化、成育共に良好であつ７こ゜

８ｔ、２に於て採集の地のはガラス水槽に３０．２０粒づつ収容し室内に置いたが孵化、成育

共に良好であった。

－６－

測定回数 表層 底層 備考

第１回

篭２脚

第３回

平均

135粒

３５

灯

7２

1伍粒

150

135

1も

桟橋の

水深

１７ｍ



帥．３に於て採集のものは第５ 第５表地引の収容卵数

表のとおり収容した。 寄場ﾉﾂＴＩ収容9'１数｜池‘

Ｊｌｊ２７０澱ｌ８０ｘ４０１１０１井戸

６８０１２７０文ｌ８０ｘ６０１４０１井戸

蒲

第５図採集日及び前日における流水量、水温の日変化
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産採

卵集
産産採
卵卵集

産採
卵集

２飼育試験

１)．飼育池

妬１叩池２７０ｍＸｌ８０ｃＵﾘﾝ×４０“

妬２”２７０×１８０ｘ６０

Ｊ１Ｋ３”２７０：Ｚ１８０×６０

２)．飼育期間

昭和３１年７月９日～９月７日

３)．飼育方法

ノリｎｐＷｔｈは水深を１０cinDとして井戸水だけを使用し、〃２叩池は水深４，“、〃３叩池

－７－
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収容場所 収容卵数 池の大きさ 水深

砺１ロl]池
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篦６表７k槽の水温の日変化
はうk深２０４jmjDとして井戸ﾌｋｌに養魚池水１

を使用した。飼育卵数は第５表のとおりで、

そのまま８月１３日まで４）、の飼料を与え

て飼育した。１３日以後はソウギヨ、ハクレ

ン別に飼育Ｍｆ２、妬３叩池を使用した。

4）餌料

孵化後３日から１３日間はミヂンコ、ア

オコを投与したがｈ初砧の５日間はミユラ．一

一ガーゼ妬５で櫨過した小形のものを与え

た。孵化後１６日から１３日間はイトミミ

ズを１日に５０９を投与したが、初めの２

～３日は細断して与えた。孵化後２９日か

ら５日間はイトミミズを１日に５０９、小

鯉餌〔史柵３：小麦粉２:、仕上糠１を混合

して煮たもの）５０９を投与、孵化後３４

手Ｆ

ｇＵＥ

曹瀧I亡泳弐7ＩＦ合と

刀こ￣ﾉーププ正目'二Md品

P1

L」

①Ｉ二八ｺ

日以降はソウギヨに小鯉餌を１日に１００９、ハクレソにミヂンコ、アオコを投与した。

その他随時キンギヨモを投与した。

5）経過及び結果

ｉ妬１．２－３の叩池とも９日に収容しﾌﾟこりI]は１０日に一部孵化し、１１日には全部孵化

した。孵化成績は良好であったがｂ〃１の叩池は１１日午後に至り多量の仔魚力死亡した。

且孵化後３３日では妬２の叩池は３４尾の生育でソウギョ２７尾、ハクレソ７尾、歩留

宜冨00.9％、妬３の叩池では１７２尾の生育でソウギヨ８０尾、ハクレソ９２尾、歩留

写韓3,8％であった。

iii孵化後３３日の結果は第８表のとおりでソウギヨ、ハクレソの出現は１：０．９３であっ

たｏ

ｉｖソウギヨ、ハクレソ別に飼育した結果は第第７表肌叩池に於ける水温の日変i化

９表のとおりでハクレンの歩留りの悪いのは

鯉の３寸犬の4)のが１尾混入していた事から

してその食害によるものと,思われろ。

6）．大量死亡の死因

Ｓｔ－２３で採集した卵はガラス７k槽、叩池と

も止水中で飼養したものである。水槽に飼養し

たilijのは孵化、成育共に良好であったカミ叩池

に飼養したものは孵化後３日間淀犬･部分の仔魚

事記司円

3,670粒収容

部孵化
「１

Ｌ」

ｎ
Ｊ
．
Ｃ

全部孵化
｡P

午后多量死亡

２尾生存

一Ｒ－



′が死亡した。好成績を得た水槽について見Ｚと（第６表）、孵化後５日間の水温の日変化は
篭８表収容後35日間1口割'十る成育尾数第９表選別後Ｚ日間Ｉ鯛'十る成育尾数

同R鷺
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第１０表ソウギヨ魚体測定表 〔 無作為抽出）
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第１１表 ハクレソ魚体測定表 〔犬形魚j霞 出）

＝＝＝昭
長
岬

全

８月１３日和閥ﾘﾗ壺日

一

尾数

３ １ 年９月７日昭和 ３１

体誹雲|体ｉｉｉ！

全長｜体長｜体高
“lJlLMmDI“

体重

ｇ
４Ｌ１

２
３
４

５
６

７
８

９

4.8 1.6 3-94.3 ３－１ 1－０

2.0 1.5 ０３ う.０ 4０ 1２ 1.6

３．２ ２－５ 0-7 ５－６ ４５ 1．４ 1.9

2-4 1－９ ０．６ ４９ 3.9 1-2 1.0

２．８ 0-7２．４ 4-4 3-5 1２ 068

日-８ 4-8 1-6

６
４
６

●
●

▲

２
１
０

4-5 3.6 1．１ 0.8

、

3.6 2-8 0-9 5５ 4４ 1-5 1５

｜
■

4.7 4.0 1-2 4-1 3-3 1．１ 0.7

５．０ 4-0 1.3 ２０ 4２ 3-3 1-0 ０．５

１０ ２９ ２－３ ０．６ 5-0 4.0 1.2 1.0

平均 3.8 1.,３．１ 4.7 3．８１１．２ 1.1

最高が８日２７－３Ｆ℃（１４時）最低が１０日２１．５.○（１４時）、９時の平均ｽﾞkniiが

皿.７°Ｃ、１４時の平均水温が２４－５°Ｃでその差l土１．８℃であった。妬１の叩池（第

６図）では１０日？２．０℃〔１４時）１１日３０．８℃（１４時）でその差８．８Cであ

であったＯ妬２の叩池（篇７図）では最高が１２日３０．８℃（１４時）、最低が１６日

２２．３℃〔９時）、９時の平均水温は２４．３°Ｃ１４時１，平均ﾌk温は２９．２℃でその

差は４．９℃であった。以上から考察すれば水槽よりも叩池における方が水温の上下差力z大

きかったこと、特に大量死滅に至った間、上下差は甚だしく織田な仔魚が体力を調整する

事ができなかったのが最大の死因と考えろ。〃３の叩池についても同様の事がいえろ。
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7）飼育記録（卵及び稚魚）

こ▲に記載したものは実験室内のガラス水槽で飼育したものである。御まミヂンコ、イ

トミミズを与えた。

ｉ卵卵膜（径４．４～日４"〃）は透明で囲卵睦は広く中の胚仔の大きさは約1.5jImzTであ

る。止水中にあっては沈下しているがわずかな水流によって咀浮ii洋十巧。操集当時はほ

とんど透明であったが、発生が進むに従い淡黄色を帯びて来た。Ｓｔ－２、ＳｔＢに於て

はｑａｓｔｒｕユａＳｔＢｇｅのものが認鉛られﾌﾟこが授精後１０～１２時間のｔＭ)と推走さ

～れろ．大部分の卵は筋肉節数８～１３のＳｌｔａａｅであった。（推定受精後２６時間）胚
体は卵黄をつＭｉＡｈ卵黄は球形に近い。

更に鴨間後には筋肉節数は17~18となり卵黄は楕円形となり…卵黄の姜柵
おう。更に弓時間後にはiｻﾞｦﾜﾐｮ節数は２９～３０となり卵黄は前部は円形‘後部は細長く

たり胚仔は卵膜内にあって活発に動くようにな君。筋肉節数２５のＳｔａｇｅに胚額ま尾
NiIIを動かし蛤ぬた。更に５時間後にろ最初のり畔化仔を得た。

筋肉節数８～１３のＳｔａｇｅから孵化まで約１４時間であった。大部分の孵化はこれ

より少し遅れて行司卜つれた。水温は２１．３～２２７．Ｃであった。

肉眼で大小を容易に区別できるものを取揚げ卵佳の測定を行った。卵僅の大の４，のは

日４～４９”（１０卵測定）、平均日０９"卯、小のものは４．７～４．４"〃（１０卵側定）、

平均４．５６'""であった。これ寺を大小別に飼育したところ大のものよりソウギヨ７尾、

ハクレン３尾、小のものよい、クレン７塁心ソウギヨ３尾の出現をみた。

ｕ仔魚（以下記載は全て１０９８フォルマリン固定直後による）孵化直践の仔魚は全長日４．

５〔８，６８"〃〔３尾測走），卵黄を含む体高０Ｍﾘz，卵黄の長径3Ｌ５沈馳ｕ筋肉節数２５

＋１４＝３９、肛門はふん端から４２加加にあり第２５筋肉節下に位置‐ずろ。卵黄は細長

く仔魚膜鰭は背側は吻端より２２那"に始まり皇端を廻って卵黄後部（吻端よりａ２ｊｉｍ）

に終る。嗣工透明で色素は未だない。眼に黒色胞はないが下端に黒い小点が存宅Eする。

卿b直後の仔魚は水底に横がし１～３分毎に体をふるわせ乍ら浮上し、水面に口をつけ

るように、或いは中層まで浮上した後にまつすぐに降下し、水底に頭を打ちつけるよう

ｉ兵運動をくり返していろ。

孵化後１日。全長６３～６８“口体高０．８脚加吻端より肛門まで４．６〃、卵黄は更に細

長くなり、膜鰭は尾部に至って背腹部と小しばしば凹詮ができる。

水面に向って浮上する運動は止めて水底に横がし時々源泳十ろ。

孵化後２日．全長６５“、体高０８腿眼の黒色胞がはっきりし体は淡青黄色を帯び

てくる。水底に横がしていたちの力､E常な姿勢になり底に静止し時を活溌に泳ぐように

なる。孵化の早かったもの〔孵化後３日になる）はミヂンーをとる。

孵化後３日．全長Ｚ３蝿体高０８”、吻端から肛門まで４．７”、肛門から尾端まで

－１２－



２５”体中央に浮袋が明確になってくる。′ＶＶ、状の活溌な隊泳を行う。後頭部に星

状の黒色素が現われてくる。膜鰭の尾部は更にへこむ。

珊上後４日。全長777“、体高1.0“、吻端より背膜鰭まで1.8蝋腹膜鰭まで２４噸、

以上までソウギヨ、ハクレンの区別はつけ難い。

孵化後５茜。ソウギヨー全長８０噸、体高1.0“、吻端から背膜鰭まで3ＬＯ“腹膜

&鰊で２０“吻端から肛門まで日Ｏ”黒い色素が全体に現われる。

特に頭部、背腹の端に濃密に現われる。卵黄は吸収される。

ハクレンー全長Ｚ８“・体高ｕ蝋吻端から背膜鰭まで２７癖、腹膜鰭まで２０“、

吻端から肛門まで丘３”、色素は頭部．体中央'こ現われる。肛門前の仔魚膜鰭中に黒い色素

が現われる。

綱と後７日。ソウギヨー全長１１．４蝋体長１０１蝋体高L9nmmz･吻端から背膜鰭

まで貝１”、腹膜&菅までコラ蝋吻端から肛門までｚ５`Kmmh全体に色素が濃密になり、背膜

鰭の先端lこ背鰭原基Ｌ１”、１１条、肛門直後の膜鰭にしり鰭原基５条、尾騨二１４条

〔第８図）が現われる。

第９図
第８図

背H:！シリ鰭尾鰭背鰭

三三F皿ニプ 八八八八八八Ａ

肛門

ハクレンー全長，２蝋体長８２坪、体高Ｌ１興吻端から背膜鰭ａ８”、腹膜鰭ま

で２５”、吻端ｳ､ら肛門まで６４”ｕ背膜鰭の先端に長さ1.2”、９条の背醸原基〔第９図）

が現われろ。肛門前の膜鰭中の色素頭部､鯛蓋腹部の色素は更に濃密になる。

孵化後１８日。ハクレンー全長１１．，５１９２MM'、体長１０７輕体高ａ８”、頭長２５”

吻端から背鰭までａ２蝿肛門まで８０噸背膜鰭は消失し腹膜鰭は残る。肛門前の膜鰭中

の黒色素は大きくなり濃密となる。「写真１８参照）背鰭シリ鰭は隆起し尾鰭は成形に近く

なってくる。色素は頭部から背部にかけて一層濃密となる。

剛上後２８日。ハクレン一全長１ａ４蝋吻端から背鰭まで６４蠅肛PFlまで９５“

背鰭〔２４"〕シリ鰭（２０mioは分１１[rする。腹部は幅が広くなる。

卿b後３０日。ソウギョ－全長１６５mmM末長１４．０２，mmi、吻端から背鰭（２２“〕まで

Ｔｏ”、肛門まで１０２”、色素は全体に濃密とない頭部から背部へ．腹鰭からシリ鰭へ

かけて更に濃密となる。膜鱈は存在しない。
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孵化後３７日。ソウギヨ－全長３２８”、体長２６４“、体高Ｚ７蝿吻端から背鰭

raOjIwUml）まで１４０，鰯'６肛門まで２００蝋各鰭分岐し鱗は出揃う。

ハクレンー全長１８２”、体長１４．０”、体高4.0蝋､吻端から背鰭（２４”）まで

８０〃、肛門まで１０３”、腹部の幅が広まり腸管は短くなる。肛門直前に膜鱒を残し．そ

の中の黒色素は未だ残る

孵化後５５日。ハクレンー全長３３Ｌ５蝋体長２ＺＯ魂、体高８２蝋吻端から背鰭
（日６”）まで１４７”、Ｈ工門まで１９０”、膜鰭は既に存［Eしない。

Ⅳ考察

１．江同Ⅱを流凋‐る卵、埼玉県妻沼橋から第１３表関御調門よりの水位別到達時間

関宿關門までの距蝋土４ｺ５Kmで利樹'１本

流の流速毎秒０９～1.2ｍであるから平均

流速１ｍとして妻沼橋（産，陽）から聞門

まで１２時閲更に下流域の産卵場を考慮

すれば卵は８時間内外で悶門に達する。第

２次、第３次産卵当時の水位を２ｍ〔関宿･Ｉ

闘門）として産卵場から河口まで４３～

后IＬ一七 ユ’二、

H\i：r菅冨ＩＩＥ垂斤舸｜鱈

＝ｌ４Ｃ

６１Ｚブ

｡(i:iiiii二

５０時間で達するので、卵は市川橋以降河口に至る間、或いは東京湾に流出して卿上する

ものと思われろ。流出しないうちに脇としても仔魚は一両日は自力で滋泳する事はできな

いため・大部分は東京湾Ｉこ流出するであろうから発育生存は極めて少い事が想像されろ。

従って江戸川を流下する卵の採集・種苗化は民生にひ益-ｵｰろ所大であり．かつ繁殖保護の

上からも促進されなければならない。

２採集用具本試験ではあじ、網・蓄養縄稚魚採集ネットを使用した力s、アジ網は網

目の小さなもので増zk時の抵抗にもよく断え得るものであれば十分その目的を達すること

が出来る。江戸川においては徴占の採捕が５月で終了するので引続いて諸設備を利用でき

る点便利と思われろ。蓄養網は網口の広い点効果的であった力､卵の収容に難があり、又

網の取扱が不便であったので中国で行っている袋網｡文献9)のように改良すれば能率的と考

えろ。稚魚採集ネットは収卵用の袋網を版付ければ効果的な用具となる。

。卵の坂扱い…水中より坂出した卵は比較的強い柔軟性を有する力、坂扱いは水と共に

行うのが理想的である。

4．仔魚の飼育餌料はミジンコ･イトミミズによったが最初の５日間には小形ミヂンニ

を与える事によって十分飼育できろ。ソウギヨは１寸内外になるとキンギョモ．ウキクサ

等をとろがまた動物質の餌を好んで食べろ。zki栗別の飼育では浅い池「妬１叩池）は気温

に大きく左右されるため不良であった。水温の上昇を防ぐ方法〔注水、日覆をする〕を講

ずれば叩池でも十分な成績を得られると考える、特Iこ鵬蕊吸収後５日間は注意を要才ろ、

/に



孵化後３３日の飼育率は坪当り･２５～６０尾でソウギヨは成長よく大小の不同は少なかっ

たハハクレンは成長が著しく悪く大小の不同が多くわずかな損傷,こも弱い等両種闇には

っきりした差異が認めらZlLた鯛今後飼育上充分考慮-ｵｰべきところと考えられろ。

Ｖ摘要

１９５６年の６月と７月に当分場で大量に採集したソウギヨ、へクレンの卵を孵化し我国

ではじめて長期の飼育に成功したが、本試験結果を摘要すれば次の如くであぉ。

’・ソウギヨはミヂンコによる餌･付け.で充分､種苗化できる。

２ソウギヨ・ゴヘクレンの卵は河川の表面ばかりでたくある程度の深さにわﾌﾟこって流下して

ゆく。

ａ篇1次の産卵日を除く他'丸第２次、第３次共に産卵日前日は雨天で産卵日には前日の

２倍強と流氷量tが急増していった。

４・江戸川を流下する卵の孵化は市川橋以|峰と推察されるが、仔魚の大部分は東京湾に流出

すると考えられるので生存率は極めて少ない事が想像されろ。

日飼育した卵からふろとソウギヨ’：へクレン０９３の出現であった。

６孵化後ミジンコを摂るのは３日目であり、麟蕊を吸収し終乃のは孵化後４～５日目であ

った。

ｚ飼育池に於ける孵化率は７０％以上と推呈され、リ畔化後５日間に大量の発死があっ心

死因は１日の最高水温心最低水源の差が大きすぎる事によるものと考えろ。仔魚の育成に

は孵化後王･週間の水温の調節が最も大切であ笏。

８採集卵数は12,200粒で、飼育し得た稚魚は、卵飼育後３５日でソウギョ１０７尾、ハ

(..､

ａ採集ﾘ'1数は１２，２００粒で、飼育し得た椎魚は、卵飼育後３５日でソウギョ１０７尾、ハグ

．レン９７尾、計２０４尾で収容卵数に対する飼育率は００１８％であった。

，卵径の大きな群（日０９“１０，１，からソウギヨの出現７０％、卵径の小さな群（４．５

〃１０卵）からハクレンの出現７０％で、卵径の大小が魚種区別の－指針になるど考えろ。

１０孵化後ら日でソウギヨ、’リレンの区別がつく、即ち肛門前の仔魚膜鰭中に黒色素の多

数現われるのがハクレンである。この黒,点は孵化後３７日、体長１“"において'ＭＥお認

められる。

▽
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試験垣当者技師補鈴木敏雄

技術助手岡庭長男

本試験にあたって水元分場長神崎嘉瑞夫氏、本場技師倉田洋二氏に御指導、

御援助をいただいた。こＡに深く謝意を表します。
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